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景観形成基準チェックシート（津市）
※空欄に記入し、該当する項目を選択してください。
※本書は、重点地区基本基準のチェックシートとあわせて提出してください。
６　重点地区修景基準〈奥津地区〉（本書の項目は、須郷の里景観保全地区まちなみルールに対応しています。）
・建築物又は工作物の新築（新設）、増築、改築若しくは移転、外観を変更することとなる修繕
注「備考」欄には、記入しないでください。
・修景整備する項目を選択してください。
	□屋根
	備考

	ア．
	建築物の屋根は、周辺の歴史的建造物と揃え、切妻平入りや入母屋平入とし、日本瓦葺きとしていますか。
	

	
	□切妻・平入りとする　□入母屋・平入りとする
□日本瓦葺きとする（瓦は、色相5YR～5Y、明度6以下、彩度1以下と同等の色とする）
	

	イ．
	土蔵の屋根は、切妻とし、日本瓦葺きとしていますか。
	

	
	□切妻とする
□日本瓦葺きとする（瓦は、色相5YR～5Y、明度6以下、彩度1以下と同等の色とする）
	


	□軒・庇
	備考

	ア．
	軒・庇は、適度な軒の出（60cm以上）を有し、周辺のまちなみとの調和を図っていますか。
	

	
	□適度な出を有した〔長さ：　　　　　　　ｃｍ〕軒・庇としている
□軒・庇の高さを周辺の建築物の軒・庇に揃える
□日本瓦葺きの軒・庇を設ける（色相5YR～5Y、明度6以下、彩度1以下と同等の色とする）
	


	□外壁
	備考

	ア．
	道路に面する外壁は、漆喰壁、下見板張り、板張りなど周辺で見られる伝統的な意匠を採り入れていますか。
	

	
	□道路に面する外壁は、{□漆喰壁／□下見板張り／□板張り}とする
　⇒〔素材：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕を使用する

□法令で定められているため、上記の素材・意匠の使用は、困難である
　⇒同等の質感のある素材及び色彩を使用する
　　〔素材：　　　　　　　　　〕〔意匠：　　　　　　　　　〕〔色彩：　　　　　　　　　〕
	

	イ．
	土蔵の外壁は、板張りとし、その上部は、漆喰壁としていますか。
	

	
	□土蔵の外壁は、{□板張り／□漆喰壁／□その他伝統的意匠}とする
　⇒〔素材：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕を使用する
	


	□開口部・建具
	備考

	ア．
	道路に面する建具は、木製或いは木目調にするなど歴史的まちなみと調和するものですか。
	

	
	□木製の建具を使用する
□木目調の建具を使用する〔素材：　　　　　　　　　〕〔色彩：　　　　　　　　　〕
	

	イ．
	道路に面する玄関や窓等の開口部には、格子等の伝統的意匠を取り入れていますか。
	

	
	道路に面する開口部に{□格子／□その他伝統的意匠〔　　　　　　　　　　　〕}を用いる
	

	ウ．
	土蔵の道路に面する建具は、現状を維持していますか。
	

	
	□はい〔素材：　　　　　　　　　　　　〕〔色彩：　　　　　　　　　　　　　　〕
	


	□附属設備
	備考

	ア．
	道路から見える位置の附属設備は、木製格子等で覆いますか。
	

	
	□道路から見える附属設備は、{□木製格子／□その他伝統的素材}で覆う
	


	□色彩
	備考

	ア．
	「屋根」、「軒・庇」及び「外構」部分に日本瓦葺きを使用される場合、灰色若しくはそれに類する色（色相5YR～5Y、明度6以下、彩度1以下と同等の色）としている。
	

	
	⇒〔マンセル値：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕の日本瓦葺きを使用する
	

	イ．
	土蔵の「屋根」及び「軒・庇」部分に日本瓦葺きを使用される場合、灰色若しくはそれに類する色（色相5YR～5Y、明度6以下、彩度1以下と同等の色）としている。
	

	
	□〔マンセル値：　　　　　　　　　　　　　　　　〕の日本瓦葺きを使用する
□銅板葺きの庇とする
	

	□外構
	備考

	ア．
	道路に面した塀等は、板塀とし、頭部は、日本瓦葺きとしている。
	

	
	通りに面した塀等は、{□板塀／□その他〔　　　　　　　　　　　　　〕}とする
	

	イ．
	土蔵の野面積みの石垣が残る箇所は、現状を維持している。
	

	
	□はい
	


◆以上に関して、その他配慮したことや工夫したことがあれば記入してください。
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